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1． はじめに  
 2022 年 2 月に札幌市は 2 月 6 日（日）～7 日（月）と
2 月 21 日（月）～23 日（水・祝日）の 2 度に渡って大
規模な雪害に見舞われた（図－1）1)．6 日には札幌市内

で 24 時間降雪量が 60 センチを超え， 2 度目の大雪の
際は，猛烈に発達した低気圧により暴風雪により，札幌

市内では 21 日からの 3 日間で 44 センチの降雪を記録し
た．この大雪の影響により，2 月 7 日には札幌駅発着の
列車が終日運休，計 704 本運休となり一部再開に 3 日間
要した．道路については，幹線道路とバス路線の除雪作

業を優先し，生活道路の排雪量を 7 割に抑える対策を取
ったが，除雪能力が追い付かず路面状況悪化，道央道一

部通行止めの影響もあり，一般道でも渋滞が多く発生し

た．都市間高速バスも多く運休した．また，物流におい

ても郵便，戸別配達，コンビニ入荷に遅れが発生した． 
  この雪害に対して，大川戸ら 2）は札幌近郊の通勤・

通学者に対してアンケート調査を実施し，大雪により通

勤・通学の所要時間に大きな影響が発生したことを報告

している．雪害時に通勤・通学を取りやめた人は約

10％であること，普段から自動車を利用している人は，
移動手段を変更する人は極わずかだということが明らか

にされている．2022年 2月の札幌市雪害についての定量
的分析としては高橋ら 3）が札幌市内の人流データを用

いて，雪害前後の滞在人口の変化を分析している． 
しかし，札幌市全体を俯瞰した災害前後における交通

状況の変化は未だ十分に把握されていない．そこで本研

究では 2022 年 2 月の大規模雪害時を対象に，札幌市の

基本計画区域全体を対象区域として，ETC2.0 プローブ

データを用いることで雪害前後の道路交通状況の変化を

分析した．ETC2.0 プローブデータを用いた災害時の交

通状態把握に関する研究の事例としては，稲場 4）らが，

ETC2.0 プローブデータを活用し，災害時の道路ネット

ワーク異常検知が可能なことを明らかにしている．また，

豪雪時を対象とした研究の事例としては，井岡 5）らが，

ETC2.0 プローブデータを活用し，特定ネットワークの

豪雪時と非豪雪時 OD パターンの変化を比較し，平日と

休日の OD パターンの変化を明らかにしている．本研究

は 2022 年 2 月全期間を対象とした札幌市内を走行する

ETC2.0 プローブデータを用いて，1)日別発生集中トリ

ップ数，2)時間帯別トリップ数，3)移動速度，4)所要時

間，5)メッシュ毎の発生集中トリップ数について可視化

し交通状況を分析した． 
 

2．ETC2.0 プローブデータの概要と対象エリア 
 ETC2.0 プローブデータは，車両に搭載された対応カ

ーナビから ETC2.0 端末に位置情報や速度などのデータ

を送信して記録されたものであり，各所に設置された路

側機（ITS スポット）に接近すると，過去 80km 分のデ

ータがアップリンクされる．測位間隔はおよそ 200m で

あり，エンジンを始動して 200m を走行かつ進行方向が

前回蓄積した時点から 45 度以上変化した時点からデー
タの記録が開始される．車体識別番号は 1 日ごとに変更

されるため，2 日以上かけている移動の記録 1 つのデー

 

図－1 札幌市の積雪深 1) 

 
図－2 分析対象地域 
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タとして認識はできない．全国の ETC2.0 セットアップ

件数は 2022年 11月末時点で約 862万台となっている 6）. 
本研究では，2022 年 1 月 30 日～2 月 28 日の ETC2.0

プローブデータを用いて，トリップ数，出発時間，到着

時間，所要時間を 3 次メッシュ毎に集計した．分析対象

エリアは札幌市市街化区域，及び空間の連続性を考慮し

て一部の市街化調整区域を追加したエリアとした（図－

2）．平均速度については 200（m/s）以上のものは外れ

値として分析から除外した．その上で，対象エリア内で

開始・終了する内々トリップ，対象地域外で開始し，対

象地域内で終了する外内トリップ，対象地域内で開始し，

対象地域外で終了する内外トリップに分類した． 
 

3．ETC2.0 プローブデータの分析 
3.1  1 日毎のトリップ数の変化 

2 月の 1 か月間のタイプ別の 1 日毎のトリップ数の変
化を図－3 に示す．一か月間で二度の雪害（１回目：

2022 年 2 月 6 日（日），７日（月），2 回目：2022 年 2
月 21 日（月），22 日（火），23 日（水・祝日））が発
生している．いずれの雪害時においてもトリップ数は大

幅に減少している．また雪害が発生した翌日には，いず

れもトリップ数は回復している．いずれのケースも雪害

後は平日であったことから，通勤や物流事業者の自動車

利用の需要が道路状況に関係なく日常通り発生したため

と考えられる． 
 
3.2 1 時間毎のトリップ数の変化 

2 月の 1 か月間における 1 時間毎のトリップ数の変化

を図－5 に示す．1 度目の雪害時に着目すると，2022 年
2 月 6 日（日）の午前中に大きくトリップ数が減少して
いるのに対し 2 月 7 日（月）は午前中のトリップ数が増

加している．2 度目の雪害時に着目すると，どの時間帯

においても１度目より多くのトリップが発生している． 
 
4. 雪害時と通常時の比較 
4.1 平均移動速度の変化 

1 日毎の平均移動速度の変化を図－5 に示す．まず，

休日の平均速度に着目すると雪害時の 2 月 6 日（日）の

平均移動速度は 8.85(m/s), 通常時の休日 13 日（日）は

9.85(m/s)となっており，１回目の雪害時の平均速度は 

 
図－4 1 時間毎のトリップ数 

 
図－3 1 日ごとのトリップ数 

雪害時 

 

雪害時 

雪害時 雪害時 
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低下している．次に平日の平均移動速度に着目すると，

通常時平日の事例として 2 月 3 日（木）の平均移動速度

は 9.11(m/s)，22 日（火）が 7.74(m/s)となっている．い
ずれの雪害時も移動速度の回復には数日を要している．

23 日（水・祝日）に平均移動速度が回復したのは，祝

日であるため交通需要が減少したことにより，渋滞が緩

和しているものと考えられる．そして 2 度目の雪害時の
ほうが移動速度の低下が大きいのは，1 か月間に 2 度の
豪雪で積雪が多くなり，道幅も小さくなったためと推測

される． 
 

4.2 メッシュ OD ペアごとの平均所要時間 
次に 1 日当たりのメッシュ OD ペアごとの平均所要時

間の割合を図－6 に示す．図－6 は各メッシュ１日分の

ETC2.0 プローブデータを集計し，その平均値の分布を

示している．まず休日である 1 月 30 日（日）と 2 月 6
日（日）に着目すると，雪害時は通常時に比べ，20 分

以内に移動を終えていた割合が減り，45 分以上の移動

の割合が増えている．次に平日である 2 月 3 日（木）と

2 月 22 日（火）に着目すると，22 日（火）の雪害時に
は平均所要時間が長くなっている．2 度目の雪害時には

積雪が増え，除雪が追い付いていないことが考えらえる． 
 
4.3 1 日ごとの午前 8 時でのトリップ数の変化 
図－7 は通常時 2 月 3 日（木），13 日（日）と雪害時

2 月 6 日（日），22 日（火）の午前 8 時の発生集中トリ

 
図－5 1 日毎の平均移動速度 

  

  

図－7 各メッシュの発生集中トリップ数分布（午前 8 時） 

 
図－6 1 日の平均所要時間 
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ップ数の分布を表したものである． 
平日である 2 月 3 日（木）と 22 日（火）を比較する

と，雪害時の 22 日は特に札幌市中央卸売市場，大谷地

流通センター周辺の物流拠点に大きな影響が表れている．

次に休日である 2 月 6 日（日）と 13 日（日）を比べる
と，東区や厚別区の住宅エリアのトリップ数が減少する

傾向が見られた．これは豪雪により除雪作業のため自動

車利用の需要が減ったものと考えられる． 
 
4.4 上位 5％メッシュからの発生交通量 
 1 日の各 OD ペアの発生交通量のうち上位 5％を抽出
し，メッシュ間 OD トリップを可視化したものを図－8
に示す．平日である 2 月 3 日（木）と 22 日（火）を比
較すると，全体的なトリップ数の減少，及び札幌駅周辺，

東雁来から新千歳空港方向へのトリップの減少が読み取

れる．これは JR や高速バスの運休や新千歳空港の発着

便の全便欠航が影響しているものと考えられる． 
 
5．まとめ 
本研究では雪害時の ETC2.0 プローブデータを用いて

令和３年年度札幌市の交通状況の変化の把握を試みた．

得られた知見として以下のことが挙げられる． 
・雪害発生直後にトリップ数は大きく減少したが，翌日

に回復していた．一方，移動速度の回復には数日要した． 
・平日は休日に比べ，雪害により移動速度が減少し，所

要時間が増加しているにも関わらず，トリップ数はあま

り減少しない． 
・2 月 7 日（月）午前には，雪害時にもかかわらずトリ
ップ数が増えており，公共交通の機能停止を要因として，

通勤における自動車利用の需要が増加した可能性が考え

られる． 
ETC2.0 プローブデータの分析から，2022 年 2 月の札

幌市の雪害時においては，自動車利用の需要は減らない

が道路容量の回復が追い付いつかず，それに伴い渋滞や

公共交通の乱れが連鎖的に発生した可能性が示された．

この課題の解決策として，雪害時の移動需要を減らす対

策として，雪害時の平日の通勤・通学の時間分散施策，

トリップ数を減少させる企業・学校でもリモートワー

ク・遠隔授業の実施，休業協力の実施が挙げられる．道

路容量の回復のための施策としては，事前の除雪機械・

人員配置の最適配置が考えられるが，これは単純に除雪

により回復できる自動車トリップ数を最大化させる問題

には帰着しない．2022 年札幌市の雪害の混乱を顧みる

と，雪害に強い地下鉄駅を中心とした道路ネットワーク

の回復や，高速道路 IC と新千歳空港間等，重要拠点間

の優先除雪等についてもその方策が考えられる． 
本研究の課題として，以下が挙げられる． 

① 3 次メッシュ（1 ㎞四方）での分析であるため局所

的な状況が把握できていない． 
② 北海道での ETC 2.0 セットアップ件数は約 19 万台

と約 5％となっているため，全数的な分析となって
いない． 

③ 道路階層別の分析ができていない． 
特に課題③については，今回の雪害において札幌市が

幹線道路とバス路線の除雪作業を優先し，生活道路の排

雪量を 7 割に抑える対策を取った結果を評価するために
重要である．今後は，このような交通容量を最大化する

ため優先的に除雪を行うべき道路についての施策立案を

支援するため，道路種別での雪害時の影響度，回復速度

について検討を進めたい．  
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図－8 上位 5％メッシュの OD トリップ数 
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